
施設名：

提出先： 区分

Ａ

Ｂ

避難判断の基準【洪水】

(立地)

（利用者）

（浸水）

避難判断の基準【土砂】

（構造）

(立地)

（利用者）

区分分けチェック

区分

（防災体制）

（施設整備）

区分

（防災体制）

（避難先・避難誘導）

（施設整備）

（情報の収集・伝達）

（教育・訓練）

（自衛水防組織）

している チェック

している
洪水予報(土砂災害)の情報収集・伝
達、避難誘導を業務として記載

自衛水防組織を設置（努力義務） していない 役割分担等を検討し、記載

している チェック

洪水予報(土砂災害)に関する情報伝
達訓練や避難誘導訓練などの機会を
設定

していない
施設職員の対応力が高まるよう、
教育・訓練の機会を設ける

設置の場合

していない
設置の必要性について、検討
（不要であれば記載なし）

1

設問

設問

2

設問

3

区分

している
必要な情報について、「誰が」「ど
うやって」「何」を収集するか記載

施設の所在する地域における、浸水
するおそれのある河川(土砂災害)に
関する情報や避難情報を収集・伝達
する体制と

避難先は実態に即した場所に設定

Ｂ のみ回答

している チェック

避難準備・高齢者等避難開始の発令
の段階で利用者等の避難誘導を開始
することと

していない
洪水予報（土砂災害警戒情報）等を踏まえ、避難準
備・高齢者等避難開始の発令の段階で利用者等の避難
誘導を開始する。但し、独自基準を妨げない。

している チェック

していない 役割分担等を検討

していない 防災体制の整備が必要

Ａ Ｂ 共通回答

している チェック

できている チェック

している
夜間の避難に備え、電池式照明器具
や誘導用ジャケットを用意

洪水予報(土砂災害)に関する情報を
入手する設備（機材）を記載

できていない
必要に応じて資材の配備を検討
（不要であれば記載なし）

していない
ファックス・携帯・テレビ・ラジオ
等の機材を確認

している

していない
浸水想定区域や土砂災害警戒区域な
ど施設の災害リスク情報を把握

していない
ハザードマップ等を活用し施設の災
害リスクを情報収集し、避難方法等
を検討

している チェック

している
利用者等の移動に伴うリスクや避難
にかかる時間等を踏まえ避難ルート
を設定

していない
内水氾濫や土砂災害のおそれがある
アンダーパスや危険箇所を回避して
いるかなど確認

できている チェック

している
屋内安全確保を行う場合に備え、施
設内で滞在に必要な物資を確保

洪水予報(土砂災害)に関する情報を
入手する設備（機材）を記載

できていない
必要に応じて資材の配備を検討
（不要であれば記載なし）

していない
ファックス・携帯・テレビ・ラジオ
等の機材を確認

避難準備・高齢者等避難開始の発令
の段階で利用者等の避難誘導を開始
することと

していない
洪水予報（土砂災害警戒情報）等を踏まえ、避難準
備・高齢者等避難開始の発令の段階で利用者等の避難
誘導を開始する。但し、独自基準を妨げない。

個別対応とします

Ａ のみ回答

土砂災害警戒区域に立地し、土砂災
害発生による被災のおそれが

ない
災害発生前に最寄りの避難場所等へ
避難が可能で

ない Ａ ない

ある Ａ

ある
施設の構造が、鉄筋コンクリート造
又は鉄骨鉄筋コンクリート造で

ある Ｂ

災害発生前に最寄りの避難場所等へ
避難が可能で

ない
施設の全ての階が浸水する
おそれが

ない 個別対応とします

ない Ａ

区分

必要な避難行動等

垂直避難が有効

水平避難が必要

　　　　施設管理者用　フロー・チェックリスト

区分分けフロー

ある Ａ ある Ｂ

想定浸水が0.5ｍ以下で ある

・立地状況等に応じて、3種類に区分分けします。

・該当する区分を右に記載してください。

・それぞれの区分に応じてチェック項目が異なります。

設問1、3へ 設問2、3へ

設問2、3へ

設問1、3へ

設問1、3へ

設問1、3へ

チェックリストを使わずに、ご連絡ください

チェックリストを使わずに、ご連絡ください


